
に
 

チビッ子のお通りだい 

遊戯道路まず 4 個所に 

旭
町
「
千
成
」
通
り
で
 

そろってテープカット 

煽，⑤ 4321 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

報 広 市 原 
（腎森県） 五 所 
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ド
ー
ソ
 
ド
ド
ン
 

ド
ー
ン
 
ド
ド
ン
 

夏
の
訪
れ
知
ら
せ
る
花
火
 

ど
ん
な
い
わ
れ
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
 

今
夜
は
う
れ
し
い
宵
宮
だ
 

子
ら
は
タ
ぐ
れ
待
ち
わ
び
て
 

父
さ
ん
母
さ
ん
早
く
い
こ
う
 

道
路
の
わ
き
に
立
ち
並
ぶ
 

夜
店
め
ぐ
り
が
ま
た
楽
し
 

金
魚
す
く
い
に
お
面
売
り
 

花
火
と
り
ど
り
風
車
 

ど
れ
に
し
よ
う
か
目
が
迷
う
 

夜
空
に
く
っ
き
り
天
の
川
 

？

・
、
ニ

‘

I
!
I

…
、
三？
、

I
F
…
、
三？

，
ニ
‘
！

三
？
,
f

三
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●

F
…
、
j
？
、

F
‘
…

？
●

F
'
!
J
！
三

ニ
、
三
！

I

、
…
！

F
！
、
f
!
I

三
一
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① （昭和33年9月旧日第3種郵便物認可） 

、
 

ク
子
供
に
遊
び
場
を

4
、
地
元
町
内
会
の
自
主
的
な
運
営
に

よ
る
 

「遊
戯
道
路
」
が
七
月
一
日
か
ら
市
内
に
お
目
見
え
し
、
終
日
チ
ビ

ッ
子
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

「遊
戯
道
路
」
は
、
市
街
地

で
遊
び
場
に
恵
ま
れ
な
い
子
供

た
ち
の
た
め
、
 一
定
の
区
間
、
 

車
両
の
交
通
を
し
ゃ
断
し
安
心

し
て
子
供
が
遊
べ
る
よ
う
に
す

る
 
「歩
行
者
天
国
」
の
縮
少

版
。
 

市
と
市
交
通
安
全
対
策
室
、
 

五
所
川
原
警
察
署
の
提
唱
に
よ

り
、
地
元
町
内
会
が
自
主
的
に

運
営
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。
 

「遊
戯
道
路
」
の
開
放
期
間

は
、
七
月
一
日
か
ら
十
月
三
十

一
日
ま
で
の
四
カ
月
間
で
、
日

曜
日
と
祝
日
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午

後
一
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
日
か
ら
実
施
し
た
の
は
①

旭
町
、
か
っ
ぼ
う
「
千
成
」
通

り
百
六
十
五
M
②
東
町
、
平
竹

糸
店
通
り
百
十
五
りM③
中
平
井

町
五
高
前
通
り
百
八
十
M
④
錦

町
偉
人
堂
通
り
三
十
二
M
で
す

が
地
元
の
希
望
に
よ
っ
て
逐
次

実
施
個
所
を
ふ
や
し
て
行
く
方

針
で
す
。
 

「遊
戯
道
路
」
 
の
一回
目
の

開
放
噴
 
七
月
一
日
の
日
曜
日

午
前
九
時
か
ら
い
っ
せ
い
に
お

こ
な
わ
れ
、
旭
町
通
り
で
は
佐

々
木
市
長
は
じ
め
鶴
谷
旭
町
町
 
 

内
会
長
、
阿
保
警
察
署
長
、
交

通
安
全
母
の
会
の
役
員
、
子
供

の
代
表
が
テ
ー
プ
に
ハ
サ
、、、
を

入
れ
ま
し
た
。
 

．フ
ラ
ン
コ
や
ス
ベ
リ
ム
口
、ビ

ニ
ー
ル
製
の
ミ
ニ
プ
ー
ル
な
ど

遊
具
が
道
路
い
っ
ぱ
い
に
お
か

れ
た
通
り
に
は
、
近
く
の
チ
ビ

ッ
子
た
ち
が
ワ
ン
サ
と
集
ま
り

チ
ョ
ー
ク
で
マ
ン
ガ
を
か
い
た

り
ボ
ー
ル
投
げ
に
興
じ
て
大
は

し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
 

一
一
十
 
六
 
日
、
 

市
民
探
 

草
会
 

五
所
川
原
市
民
野
鳥
と
野
草
 

に
親
し
む
会
の
「
市
民
探
草
曇
 

」
 
は
、七
月
二
十
六
日
 
（木
）
 

午
後
五
時
か
ら
六
時
ま
で
岩
木
  
,
 

川
原
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

参
加
さ
れ
る
方
は
、
メ
モ
帳
 

を
準
備
し
て
午
後
五
時
前
ま
で
 

乾
橋
下
に

お
集
ま

り
ぐ
だ
さ
 

い
。
 



タ食のしたくに励む百合子さん 

百
合
子
さ
ん

に
善
行
賞
 

向
親
出
稼
ぎ
で

親
代
り
 

鐘
小
烏

の
ひ
ろ
嬉
 

」
篇嚇
」r
『『
 
 
。
  

三
 

麟
花
と
緑
と
 

」熱
着
 

五
所
川
原
で
は
 
「ウ
ヅ
ギ
」
 

と
俗
称
し
て
い
る
落
葉
低
木
で
 

'
d
ノ
。
  花

の
色
が
白
か
ら
ピ
ン
ク
、
 

紅
へ
と
だ
ん
だ
ん
濃
く
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
 一
本
の
木

だ
け
で
色
の
変
化
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
花
の
な
か
に

含
ま
れ
て
い
る
ア
ン
ト
シ
ア
ン
 

と
い
う
物
質
が
、
酸
の
は
た
ら

き
に
よ
っ
て
赤
く
変
わ
っ
て
ゆ

く
の
だ
と
い
う
研
究
報
告
が
あ

り
ま
す
。
 

こ
の
木
は
、
海
岸
だ
け
に
生
 

ハ
コ

ネ
ウ

ツ
ギ
 

（
ス

イ
カ
ズ

ラ
科

）
 

え
た
も
の
で
す
が
、
花
の
様
（
 

さ
ま
）
が
見
事
な
こ
と
な
ど
か

ら
あ
ち
こ
ち
に
移
植
さ
れ
、
内

陸
で
も
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
毘
沙
門
 

小
学
校
の
中
庭
に
あ
る
（
コ
ネ

ウ
ッ
ギ
の
花
姿
は
見
事
で
す
。
 

五
所
川
原
で
「
ウ
ヅ
ギ
」
と

俗
称
し
て
い
る
他
の
も
の
に
タ

ニ
ウ
ッ
ギ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

ち
ら
は
花
色
は
変
化
せ
ず
、
最

初
か
ら
ピ
ン
ク
で
す
の
で
、
す

ぐ
区
別
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
 

こ
ち
ら
の
方
は
「
ガ
ジ
ヤ
シ
バ
 

」
と
も
俗
称
さ
れ
、
市
内
の
山

野
に
た
く
・
さん
自
生
し

て
い

て
、
花
も
早
く
咲
き
ま
す
。
 

②
 

こ
と
し
九
年
目
を
迎
え
た
市

の
道
路
愛
護
運
動
は
、
地
元
の

自
主
的
な
協
力
で
六
月
三
十
日

の
小
曲
を
皮
切
り
に
お
こ
な
わ
 

、
 

れ
て
い
ま
す
。
 

初
日
の
小
曲
で
は
、
午
前
六

時
過
ぎ
か
ら
始
ま
り
、
佐
々
木

市
長
も
ヘ
ル
メ
 
ッ
トに
作
業
服

姿
で
参
加
し
、
地
元
民
六
十
余

人
と
い
つ
し
ょ
に
ス
コ
 
ッ
プで

じ
ゃ
り
敷
き
作
業
に
汗
を
流
し
 

●

蒔
間

ほ
ど
で
一
・
ニ
キ
ロの
道

路
を
補
修
し
ま
し
た
。
 

道
路
愛
護
運
動
は
、
七
月
三

十

一
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す

が
、
七
月
十
七
日
以
降
の
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
十
七

日
 
上
藻
川
、

下

藻
川
▽
十
八
日
 
朝
日
、
興
隆

坂
の
上
、
南
新
、
北
新
、
下
町

伝
助
町
、
新
町
 

▽
十
九
日
 
上
町
、
下
村
、
・・

南
下
、
中
下
、
大
日
町
、
大
正

町
、
あ
け
ぼ
の
町
、
長
坂
、
味

噌
ケ
沢
、
五
本
松
、
北
下
、
下
 
 

岩
崎
 

▽
二
十
日
 
猫
測
、
湊
▽
一
一

十
一
日
 
姥
抱
、
稲
実
▽
二
十

三
日
 
七
ッ
館
、
広
田
▽
二
十

四
日
 
梅
田
、
中
泉
▽
二
十
五

日
 
高
野
、
前
田
野
目
 

▽
二
十
六
日
 
持
子
沢
、
羽

野
木

沢
▽
二
十
七

日
 
原
子

俵
元
▽
二
十
八
日
 
平
町
、
戸

沢
、
石
田
坂
、
若
山
 

▽
三
十
日
 
福
岡
、
松
野
木

神
山
、
杉
派
立
▽
三
十
一
日

浅
井
、
豊
成
、
福
山
、
野
里
 

四
十
八
年
の
市
議
会
第
二
回

定
例
会
は
、
六
月
二
十

一
日
か

ら
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
九
日

間
開
か
れ
、
四
十
八
年
度
一
般

会
計
予
算
を
は
じ
め
、
専
決
処

分
の
承
認
な
ど
議
案
十
八
件
と

報
告
二
件
が

可
決
さ
れ
ま
し

た
。
 

今
回
の
補
正
で
、
市
の
一
般

会
計
予
算
総
額
は
二
十
八
億
七

千
百
六
十
二
万
三
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
 

＠
議
員
提
出
議
案
 

昭
和
四
十
八
年
産
米
の
政
府

買
い
入
れ
価
格
の
大
幅
引
き
上

げ
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
 
 

つ
い
て
（
可
決
）
 

⑥
請
願
 

▽
市
道
編
入
に
関
す
る
請
願
 

（継
続
審
査
）
▽
市
費
助
成
方

に
関
す
る
請
願

（
継
続
審査
）
 

⑥
特
別
委
員
会
設
置
 

▽
内
陸
工
業
導
入
特
別
委
員

会

（
委員
七
人
）
▽
農
村
環
境

整
備
特
別
委
員
会

（委
員
七
人
 

）
▽
公
共
下
水
道
促
進
特
別
委

員
会

（
委
員
七
人）
 

曹
鷺
曹
 

夏
の
交
通
安
全
運
動
 

七
月
二
十
五
日
ー
八
月
七
日
 

こ
ど
も
と
老
人
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う
 

実
 
中
一

市
議
会
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市
立
、
三
好
中
学
校
三
年
、
渡
辺
百
合

子
さ
ん
 
（
一四
）
廿
藻
川
字
村
崎
廿
は
六

月
十
六
日
、
日
本
善
行
会

（
東竜
太
郎
会

長
）
か
ら
善
行
賞
を
受
け
ま
し
た
。
 

百
合
子
さ
ん
は
、
五
年
前
か
ら
両
親
が

出
か
せ
ぎ
る
す
中
の
冬
期
間
、
親
代
り
に

な
っ
て
家
事
い
っ
さ
い
を
引
き
受
け
、
し

か
も
学
校
で
は
成
績
も
よ
く
、
性
格
評
価

は
オ
ー
ル
五
と
い
う
模
範
生
。
両
親
が
る

す
の
間
は
、
家
に
残
さ
れ
た
弟
妹
の
た
め

朝
早
く
起
き
、
食
事
の
し
た
く
か
ら
あ
と

片
づ
け
、
掃
除
を
し
て
学
校
へ
行
き
ま
す

退
校
時
に
買
物
を
し
家
に
帰
る
と
、
タ

食
の
あ
と
弟
と
妹
の
勉
強
を
み
て
や
り
な

が
ら
、
あ
と
片
づ
け
や
朝
食
の
献
立
を
す

る
毎
日
で
す
。
 

十
六
日
、
担
任
の
菊
地
睦
子
先
生
に
つ

れ
ら
れ
、
東
京
、
明
治
神
宮
の
受
賞
式
口

出
席
し
た
百
合
子
さ
ん
は
、
働
き
に
き
て

い
て
か
け
つ
け
た
父
義
雄
さ
ん
の
姿
を
み

て
「
感
激
し
て
胸
が
詰
っ
た
」
と
い
う
。
 

r
 

消

費

生

活
 
の
 

苦

情

相
談

所
 

▽
と
き
 
八
月
一
日
、
八
月

十
五
日

（
午後
一
時

ー
四
時
）
 

▽
と
こ
ろ
 
市
内
本
町

「
中
 

「
亡
デ

パ
ー
ト
五
階

（
電話
④

三

一
三
一
番
）
 

商
品
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

一
般
的
な
苦
情
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
電
話
、
は
が
き

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
 



識
縁
＼
懸競
織
 

市
立
図
書
館
の
ご

利
用
を
 

「

一
 

ュ尋
『
 

り
ん
ご
の
班

点
落
葉
病
が
、
 

デ
リ
シ

ャ
ス
系

品
種
と
印
度
を

中
心
に
激
発
し

て
い
ま
す
。
発

生
地
域
は
、
ほ

と
ん
ど
全
県
的

に
わ
た
っ
て
お

り
、
発
生
状
況

は
例
年
と
異
な

り
異
常
に
多
い

の
で
十
分
注
意

し
、
発
生
の
多

い
と
こ
ろ
は
次

の
対
策
を
急
い

で
く
だ
さ
い
。
 

△
激
発
園
V
 

現
在
激
発
し

て
い
る
園
で
は
 

次
の
三
種
の
薬
剤
の
う
ち

一
種

を
選
ん
で
た
だ
ち
に
散
布
し
ま

す
。
 

ポ
リ
オ
キ
シ
ン
A
L
水
和
剤
 
 

一
〇
〇
〇
倍
、
ピ
オ
マ
イ
水
和

剤

一
〇
〇
〇
倍
、
モ
ノ
 
ッ
クス

六
〇
〇
倍
 

た
だ
し
、
落
花
三
十
日
後
の

有
機
銅
剤
ま
た
は
有
機
銅
キ
ャ
 

。フ
タ
ン
剤
を
ま
だ
散
布
し
て
い

な
い
場
合
は
次
の
薬
剤
を
混
用

散
布
す
る
。
 

ポ
リ
オ
キ
シ
ン
A
L
水
和
剤

二
〇
〇
〇
倍
、
ピ
オ
マ
イ
水
和

剤
二
〇
〇
〇
倍
、

モ
ノ
 ツ
ク
ス

八
〇
〇
倍
 

す
で
に
ボ
ル
ド
ー
液
を
散
布

し
た
園
で
は
、
次
の
薬
剤
と
三

日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
単
用

散
布
す
る
 

ポ
リ
オ
キ
シ
ン
A
L
水
和
剤

一
〇
〇
〇
倍
、
ピ
オ
マ
イ
水
和

剤

一
〇
〇
〇
倍
、
モ

ノ
 ッ
ク
ス
六
〇
〇
倍

薬
剤
散
布
と
並
行

し
て
、
徒
長
枝
の
勇

去
を
お
こ
な
う
と
と

も
に
被
害
の
は
な
は
 

く
 

●

、
  

だ
し
い
果
実
は
つ
み
と
る
 

入
小
発
生
園
V
 

落
花
三
十
日
以
降
有
機
銅
ま

た
は
有
機
銅
キ
ャ
。フ
タ
ン
剤
を

十
日
ご
と
に
散
布
す
る
 

△
今
後
の
対
策
V
 

緊
急
の
対
策
を
実
施
し
た
あ

と
園
内

の
発
生

推
移
に
注
意

し
、
ひ
き
つ
づ
き
発
生
が
多
い

場
合
は
定
め
ら
れ
た
多
発
時
の

対
策
を
行
な
う
こ
と
。
 

（
県
り
ん
ご
試
験
場
）
 

図
書
館
の
内
部
 

△
水
水
水

V
 

水
難
事
故
防
止
に
 

▽
井
戸
、
た
め
池
、
用
水
堰

な
ど
の
危
険
個
所
に
は
防
護
サ

ク
を
設
け
よ
う
 

▽
水
泳
場
に
は
監
視
員
を
置

き
、
無
理
な
水
泳
は
し
な
い
 

▽
危
い
遊
び
た
は
声
を
か
け

て
や
め
さ
せ
る
 

市
立
「
図
書
館
」
は
、
昭
和

四
十

一
年
四
月
一
日
に
開
設
し

毎
年
図
書
数
も
充
実
さ
れ
、
現

在
一
万
四
千
十
冊
を
蔵
書
し
て

お
り
ま
す
。
蔵
書
の
内
容
は

▽
総
記
か
ら
文
学
ま
で
 
七

千
七
百
五
十
冊
▽
郷
土
資
料

五
百
三
十
冊
▽
鶴
又
文
庫
 
五

千
冊
▽
児
童
文
庫
 
六
百
五
十

冊
▽
茶
道
文
庫
 
八
十
冊
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

図
書
の
貸
し
出
し
期
間
は
、
 

グ
ル
ー
プ
の
場
合
ー
力
月
、
個

人
の
場
合
は
一
週
間
で
、
ひ
と

り
二
冊
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
 

館
内
は
、

一
般
の
閲
覧
席
と
児

童
の
閲
覧
席
が
分
か
れ
、
静
か

に
読
書
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

ノ
 

斑落病の緊急防除を 結核予防接種のおしらせ 

毎年おこなっている結核の予防接種は、皆さんも知っている

とおり結核予防法で定められており、年に 1 回は必ずツベルク

リン反応、B CGの接種を受けなければなりません。 

▽対象者 

生後 6 カ月以上おとしよりまで（ただし小、中学校、児童館

保育所などに通っている子供は除く）。料金は無料。なお、乳

幼児の場合はできるだけお母さんがつれ、母子健康手帳は忘れ J 
ないようにしてください。 

地区名 
ッべルクリ
ン接種月日 

B C G 
接種月日 接種時間 接種場所 

五小学区 7 月25日 
（水） 

7 月27日 
（金） 

午後 1 時30分 
~2時30分 

中央公民館 

七和地区 
7 月26日 
（木） 

7 月28日 
（土） 

午前10時～ 
n時 

七和支所 

梅沢地区 ’月30日 
（月） 

8 月1 日 
（水） 

午後 2 時～ 
2 時30分 

梅沢支所 

栄地区 7 月30日 
（月） 

8 月 1 日 
（水） 
午
 
後
 
時
 

、
  2
  
時
  

栄 支 所 

中川地区 
7 月31日 
（火） 

8 月 2 日 
（木） 
午
 
後
 
時
、
 

3
02
  

分
時
 

中川支所 

飯詰地区 

三好地区 

7 月31日 
（火） 

8 月 2 日 
（木） 

午後 1 時30分 
~2時30分 

飯詰支所 

8 月7 日 
（火） 

8 月 9 日 
（木） 
午
 
後
 
時
、
 

3
02
  

分
時
 

三好診療所 

松島地区 8 月7 日 
（火） 

8 月 9 日 
（木） 

午後 1 時30分 
~2時30分 

松島支所 

長橋地区 8 月18日 
（土） 

8 月20日 
（月） 

午前10時～ 
11時 

長橋診療所 

毘沙門地区 8 月13日 
（月） 

8 月15日 
（水） 
午
 
後
 
時
＼
 

3
02
  

分
時
 

毘沙陽 
小学校 

南小学区 
8 月27日 
（月） 

8 月29日 
（水） 

午後 1 時30分 
~2時30分 

中央公民館 

※五小学区は五所川原小学校通学区域 

南小学区は南小学校通学区域 

③ 



研修場 
広域 1-. 
食業 セ ン ター建設すすむ 

生活環境 

パトロール本部 

住みよし、 
環境づくりiこ 

か⑤ 1 4 1 4 

④
 

1
少
年
野
球
大
会

J
 

r
ニ
十
五
日
締

切
ー
 

五
所
川
原
市
子
ど
も
会
育
成

団
体
連
合
会

（
野
呂
甚
助
会
長
 

）
主
催
の
市
内
子
ど
も
会
野
球

大
会
は
、
七
月
二
十
八
、
二
十

九
の
両
日
、
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
の

子
ど
も
会
員
で
小
学
生
で
あ
る

こ
と
。
 （選
手
は
補
欠
を
含
め

て

一
三
人
と
す
る
）
。
試
合
は
、
 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
七
回
戦

で
す
が
、
参
加
チ
ー
ム
は
、
七

月
二
十
五
日
午
後
三
時
ま
で
選

手
名
簿
を
添
え
て
市
中
央
公
民

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

一
 
伝書
鳩

が
畑
を

J
 

「r
荒
し

て
い
ま
す

L
 

最
近
、
伝
書
鳩
に
よ
る
畑
作

物
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
 

せ
っ
か
く
植
え
付
け

（
播種
 

）
し
た
そ
さ
い
、
や
さ
い
及
び

豆
類
の
芽
を
つ
い
ば
ん
で
抜
き

捨
て
る
た
め
栄
、
長
橋
、
梅
沢

地
区
の
農
家
か
ら
苦
情
が
出
て

い
ま
す
。
 

伝
書
鳩
を
飼
っ
て
い
る
人
は

こ
の
よ
う
な
被
害
を
与
え
な
い

よ
う
飼
育
、
管
理
に
十
分
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

ー
子
ど
も

会
の
一

J
 

r
日
野
外
研

修
会

L
 

▽
主
催
 
市
子
ど
も
会
育
成
 

団
体
連
合
会
 

▽
と
き
 
八
月
十
二
日
 
（日
 

）
 
午
前
八
時

ー
午
後
五
時
半
 

▽
と
こ
ろ
 
田
代
平
高
原

（
 

集
合
は
市
庁
舎
前
）
 

▽
参
加
 
市
内
の
子
ど
も
会
 

々
員
で
、
必
ず
責
任
者
が
同
行
 

す
る
こ
と
 

▽
参
加
料
 
ひ
と
り
七
百
円
 

▽
申
込
 
子
ど
も
会
ご
と
に
 

参
加
者
名
簿
と
参
加
料
を
添
え
 叫

 
 

て
七
月
二
十
日

ま
で
市
中
央
公

民
館
ま
で
 

な
お
、
詳
く

は
市
中
央
公
民

館
に
お
問
い
あ

わ

せ
く
だ
さ
 

1
行
政
相

談
員

に

J
 

r
苦
情
の
相
談
を

L
 

国
や
県
、
市
の
行
政
機
関
に

対
し
て
出
る
要
望
や
苦
情
を
処

理
す
る
た
め
、
行
政
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
相
談
員
 

坂
本
甚
作
氏
廿
市
内
姥
港
字

桜
木
二
七
六

ー

一
、
電
話
⑤
三

〇
四
八
番
 

出
稼
ぎ
 

訪
 

間
 
留
守
家
 

市
出
稼
対
策
室
は
、
九
月
八

日
か
ら
三
泊
四
日
の
日
程
で
、
 

関
東
（
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉

千
葉
）
方
面
へ
出
か
せ
ぎ
る
す

家
族
の
現
地
訪
問
視
察
を
お
こ

な
う
こ
と
に
な
り
、
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

定
員
は
二
十
人
。
参
加
で
き

る
の
は
、
 一
家
族
ひ
と
り
で
、
 

九
月
末
ま
で
、
お
盆
に
帰
省
し

な
い
出
か
せ
ぎ
者
の
る
す
家
族
 

（
小
学
生
以
上
の
同
伴
は
認
め

ま
せ
ん
）
。
宿
泊
料
は
、
自
己
 

渋
谷
志
郎
氏
廿
市
内
柏
原
町

五
八
、
電
話
⑤
二
六
七
二
番

▽
窓
口
 
市
生
活
環
境
課
 

1
八
月
中
家
出
人

J
 

！ー
の
相
談
所
開
設

L
 

五
所
川
原
警
察
署
は
、
家
出

人
や
行
方
不
明
の
人
を
捜
し
て

い
る
人
の
た
め
、
八
月
一
日
か

ら
同
月
三
十

一
日
ま
で
「家
出

人
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
 

い
ま
だ
消
息
の
わ
か
ら
な
い

家
出
人
の
な
か
に
は
、
旅
先
で

病
死
し
た
り
、
不
慮
の
事
故
死

や
自
殺
な
ど
で
異
郷
の
地
で
無

縁
仏
と
し
て
葬
ら
れ
て
い
る
気

の
毒
な
方
も
あ
る
と

思
い

ま
 

族
を

募
集
 

負
担
、
旅
費
は
往
復
市
負
担
で

締
切
は
八
月
十
日
ま
で
で
す
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
市
出
稼
対

策
室
（
本
庁
三
階
、
商
工
観
光

課
内
）
電
話
⑤
二

一
一
一
番
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

1
大
正
五

年
生
れ

ー
「
 

r
は
加
入
手
続
を
ー
 

農
家
の
皆
さ
ん

「農
業
者
年

金
」
 
の
加
入手
続
き
を
お
す
み

で
す
か
。
ま
だ
、
加
入
し
て
い

な
い
方
は
早
く
手
続
き
を
し
ま
 

,
 

す
。
 

こ
の
よ
う
な
不
幸
な
方
の
た

め
、
身
元
を
確
認
し
、
 一
日
も

早
く
身
寄
り
の
方
に
お
返
え
し

す
る
た
め
、
身
元
不
明
の
死
者

の
写
真
や
記
録
を
備
え
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

し
よ
う
。
 

大
正
五
年

一
月
二
日
か
ら
大

正
六
年

一
月
一
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
方
は
 

い
ま
加
入
し
ま
せ
ん
と
年
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

加
入
の
手
続
き
は
、
各
農
協

の
窓
ロ
で
で
き
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
内
各
農
業
協

同
組
合
、
市
農
業
委
員
会
（
本

庁
四
階
、
電
話
⑤
二

一
一
一
番
 

）
 
にお
間
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
 

い
。
 

 

おしらせ 

 

 

    

市が47年度から5 カ年計画で毘沙門（上熊石） 地区に建設してい

る 「広域農業センター」の管理棟（研修場併設）一写真一がこのほど

完成しました。 

管理棟は、センター内に51年度まで建設する宿舎や機械格納庫、修

理場、施設園芸場など一連の施設のなかの中心施設となります。管理

棟は、鉄筋1部3階建て、建て面積335平方M。1. 2階にそれぞれ50人収
容できる研修室、管理室が主なもの。 

センターには、すでに指導員と職員が常駐し、明春からの本格的な

定期研修を前に随時研修会を開くほか、造成された施設園芸場などの

整備にあだります。 

なお、センター建設事業の資金は、郵政省の簡易保険積立金から還

元鵬資を受けております。 
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